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Smart Contractの例: 金銭消費貸借契約
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Smart Contractの例: エスクロー

出所: http://gaiax-blockchain.com/escrow



Smart Contractの例: クラウドサインペイメント



● 広く合意された定義はない

● Bitcoin発展からの「ブロックチェーン上のデジタル

アセットのプログラマブルな移転」の文脈

● 法的契約書の「契約執行の自動化」の文脈

Smart Contractの定義



DAOが証券取引法適用対象

https://www.sec.gov/news/press-release/2017-131



課題1. SmartContractの法的有効性

● 「契約自由の原則」

○ 契約内容や契約方式は原則的に自由

● 「何について」合意したか

○ 万人がコードを読むのか?

○ 毎回バグのない契約を作成できるか?



参考: Creative Commons

出所: https://creativecommons.jp/licenses/
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課題2. 暗号鍵の管理

● アセットの所有者 = 秘密鍵の所有者

● 盗まれた秘密鍵でなされた合意は有効か

○ 実印での「二段の推定」

○ デジタルデータ盗難の反証可能性



課題3.ドライな契約・ウェットな運用

● 契約書は実務上、必ずしも文言通りに執行されて

はいない

○ 返済滞納してもいきなり担保権執行ではなくリ

スケで対応

● 既存の契約をSmart Contractにする場合、実情

を踏まえたコード化が必要



参考: 法・規範・市場・アーキテクチャ

出所: https://en.wikipedia.org/wiki/Pathetic_dot_theory



最後に

● Smart Contract は取引実行にまつわる効率化を

実現し、社会を大きく変える可能性がある

● 一方で広く普及するためには、法的裏付けなど社

会的なコンセンサスが必要

● 今回挙げたような技術面・法律面の課題を、実証

実験を通じて解決する必要がある


